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大災害時に必要な情報と
各種メディアの有効性に関する
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阪神・淡路大震災被災者のメディア考

・アンケート調査のきっかけ

・アンケート調査方法

・アンケート調査結果

・考察

・まとめ

・提案実験

被災者に必要な情報は届いているのか？

自らの阪神・淡路大震災の被災経験、取材を行った中越地震・
徳島県那賀川豪雨災害などで取材経験を元にすると・・・・

情
報

情
報

ズレ！

対象：阪神・淡路大震災被災経験者

調査方法：インタビュー３１名・送付１２７名

回答合計・１５７名（男性９３・女性６４）

阪神・淡路大震災当時の情報とメディアアンケート

世代：１９９５年当時の年齢 対象者：被災時の居住地域
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災害発生後から時間を軸に、被災度合い分け、その時々でメ
ディアからの情報に対して、「役立ったもの」「役立たなかったも
の」「欲しかったもの」を調査を行いました。

阪神・淡路大震災当時の情報とメディアアンケート
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１）災害危急期

Ａ：利用メディア

家屋の全壊及び半壊（居住不可） 家屋一部損愛（居住可）
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・テレビ・ラジオが共に大きな割合を占めている

・大きな違いは、口コミ（ピンク色）の占める割合

→被災の大きな人ほど情報入手が困難だったことが伺える
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１）災害危急期

この時、メディアは役立ったかの問いに、７８％の人が役立ったと答えた

Ｂ：情報の内容（青は役立った人、赤は役立たなかった人）
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全体 家屋の全壊及び半壊（居住不可）
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・被害が大きい人ほど、安否・避難所情報
が役立った

・救援・復旧情報などが、メディアには足り
ていない

・「役立った」「役立たなかった」に関わらず
被災者が必要としている情報は、似通って
いる

２）災害応急期と復旧期の情報ニーズ

復旧期に欲しかった情報
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救援（復旧）情報は、時間が経
つにしたがいニーズが高まって
きている

応急期に欲しかった情報
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・被害情報を通じてニーズが高
い

・避難所の情報は、この２つの
時間帯でも一定の必要性があ
る

３）災害応急期と復旧期の利用メディア

応急期に利用したメディア
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復旧期よく利用したメディア？
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4・携帯電話

5・パソコン通信など

6 ・知人や友人などの口コミ

７・コミュニティメディア

8・その他

・時間が経っていくと、口コミの利用度が下がっていく

・新聞は、危急期には０％だったが、応急・復旧期が大きく増えている

インタビューを通じて考えると口コミと新聞は共存していた？
・新聞の特徴

→同じ情報を大勢の人がいつでも読むことができる

→情報の一覧性にすぐれている

口コミが無くなったのではなく、話題の起点に新聞（紙媒体）がなった

４）災害を振り返って

災害を振り返って信用したメディア何？
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７・コミュニティメディア
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７ コミュ ティメディア

８・その他

・マスメディアも状況によって必要とされる媒体は違う

・口コミは復興期３％まで減ったが、振り返ると１１％（携帯電話２％含む）を占め
ている

１９９５年当時携帯電話の普及率は約１０％（内閣府調べ）iモードは９９年から

口コミは一定の力をもっている？

５）口コミメディアの台頭～２０００年以降～

阪神・淡路大震災のアンケートで「口コミ」を選んだ人の理由として、「人との
会話で信用できた」「テレビには、ᰃ⤆
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７）考察

アンケート結果から見えて被災者ニーズを元に、現在の情報ツールを合わせる
と、情報の発信形態が見えてくる

情報の信用度

→ＴＶ・新聞・ラジオ

情報の速報性

→ラジオ・ＴＶ・携帯電話

情報の身近さ

→携帯電話・インターネット

情報の一覧性

→新聞・インターネット

情報の携行性

→携帯電話・新聞

８）まとめ

～どの時点でどの情報をどう発信していくか？～

・災害初期にニーズの高い救援（復旧）情報は、マスコミは発信できていない

・文字の羅列でも良いので、情報を一覧できる新聞は

・新聞が増えると口コミが減った。新聞と口コミが共存していたとも考えられる

・初期の救援復旧情報は、口コミが大きな役割

・今後、口コミがメディアとして期待できる

・情報は、より身近で細分化されたものが求められる

１９９５年の避難所（長田区） ２００４年中越地震の避難所（新潟県川口町）

９）災害初期の情報が不足している時点での実験

ピッ

自動的に閲覧された内容を取得
するところで、どういった内容が
見られているのかが把握でき、
今後の分析に利用可能

観光客を地理不案内な被災者、演舞場を避難所という条件を仮定し、
非接触型カードリーダーからアクセスしたサイトで実際に目的地まで着け
るかを実験しました。

下記の図は、そのイメージです。

ピッ

ッ

設置場所

・渦の道
・阿波踊り会館
・観光案内所
・ホテル
など
その他候補
・駅、空港

フェリカ機能が使えない携帯もあるので、
そのときは、ＱＲコードや空メールを送っ
てもらってＵＲＬを送信するなどの方法を
用いることでほとんどの携帯で利用可
能にする

閲覧ログ

携帯電話を
とじたまま!

携帯電話を
とじたまま!

結果
ICリーダのタッチの数＝平均約5500PV/日

阿波踊りサイトへの誘導数＝平均約18000PV/日

徳島新聞への誘導数＝7100PV/日となりました。

総アクセス数

１０）災害初期の情報が不足している時点での実験

総アクセス数
ＩＣリーダタッチ数合計 ＝約22000回

阿波踊り誘導ページ閲覧数合計 ＝約73000PV

徳島新聞への誘導数合計（阿波踊りサイトのぞく） ＝約28000PV

*非公開ながら同期のクーポンサイトへの流入数中２０％以上がこ
のサイトからになりました。

*これは、災害時に関連情報サイトへの流入を図ることができる。
しかし、サイト内のレイアウトが重要。

５回以上に携帯サイトアクセスしたユーザーに対しランダムでアンケー
トを表示させ、回答をとました。 有効回答数；652件

～２０才代（３２５件）
・Felica「ピ」は使ったことが

・ある １９９
・ない １２６

・演舞場の位置は
・わかりやかった ２２１
・わかりにくかった １０４

・携帯サイトから新しい情報が
あ た ２５９

３０～３９才（２４９件）
・Felica「ピ」は使ったことが

・ある １０１
・ない １４８

・演舞場の位置は
・わかりやかった １３０
・わかりにくかった １１９

・携帯サイトから新しい情報が
あ た １６１

４０才～（７８件）
・Felica「ピ」は使ったことが

・ある ２５
・ない ５３

・演舞場の位置は
・わかりやかった ４４
・わかりにくかった ３４

・携帯サイトから新しい情報が
あ た １７

１１）災害初期の情報が不足している時点での実験

・あった ２５９
・なかった ６６

・日頃携帯でインターネット
（メール含む）をしますか？

・する ３１１
・しない １４

・あった １６１
・なかった ８８

・日頃携帯でインターネット
（メール含む）をしますか？

・する ２０７
・しない ４２

・あった １７
・なかった ６１

・日頃携帯でインターネット
（メール含む）をしますか？

・する ４１
・しない ３７

・Felica自体の認識率が低い
・若年層ほど携帯電話を使い、目的情報への到達率が高い
・若年層ほど、より多くのページを見て情報を収集する
・全年齢で、目的地までの移動は半数以上ができた


